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人口の動き

10月1日現在前月比
人口計 67 ，5 1 0 十 89 
男 3 2，5 7 3 + 2 3 
女 34，937 + 6 6 
世帯数 19，6 5 7 十 56 
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(大村泊稚園さくら組で)

民SibRマ寄~~山主CLS
一長崎県国公立幼稚園協会の総会で公開保育-

10月26日 わ芝しだちの却稚園に 先生だちがだくさんこられまレ芝

わだしはとても緊張しまし芝 お友達も緊張しています

先生ガ「叡歩に行つ芝公園のお池には伺ガい疋ガナア~?.Jといいま し疋

わだしはチョッピリはずかしかつだけと、 元気よく手をあげて 「臼罵や魚、ガいまし疋」といいまし疋

先生は「そうですね よく見ていだね」とほめてくれましだ

わだしは とてもうれしかつだです
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(2) 勺おおむ

寒
さ
の
訪
れ
と
共
に
、
火
災
の
多
発
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

「
身
体
不
自
由
者
な
ど
の
焼
死
事
故
防
止
」

「家
庭
に
お
け
る
防

火
対
策
の
推
進
」
「
防
火
対
策
物
の
防
火
安
全
の
確
保
」
の
3
項

目
を
重
点
目
標
に
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
を
未
然

に
防
ぎ
、

悲
惨
な
焼
死
事
故
を
な
く
し
、
貴
重
な
財
産
を
守
り
、

明
る
く
楽
し
い
毎
日
を
過
し
ま
し
ょ
う
。

市政だより昭和57年11月15日
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家

庭

で

は

O
最
も
火
を
使
う
台
所
や
風
呂
場

は
い
つ
も
危
険
な
状
態
で
す
。

壁
や
天
井
は
石
綿
板
や
木
、
セ

メ
ン
ト
板
な
ど
を
張
り
、
火
災

に
強
い
構
造
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者

だ
け
残
し
て
外
出
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

O
炊
事
の
時
間
の
来
客
や
長
電
話

は
、
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ

〉フ。

O
消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

O
家
族
や
、
降
り
近
所
で
声
を
か

け
あ
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
防
火

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
下
水
道

職

場

で

は

O
消
火
通
報
や
避
難
訓
練
を
実
地

し
、
防
火
管
理
体
制
の
整
備
と

強
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

O
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
な
ど
多

く
の
人
を
収
容
す
る
建
物
で
は

二
方
向
避
難
路
の
確
保
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
期
間
中
、
毎
日
午
後

8
時
を
消
防
の
時
間
と
定
め
、
サ

イ
レ
ン
を
1
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。

市
議
会
に
お
き

ま
し
て
は
新
生
活

運
動
推
進
の
.
っ

と
し
て
虚
礼
廃
止

に
つ
い
て
話
し
合

一
般
家
庭
や
事
業
所
を
対
象
に
、

ぃ
、
年
賀
状
並
び

無
作
為
抽
出
に
よ
り
電
話
に
よ
る

に

暑

中
見
舞
状
の

火
災
予
防
を
呼
び

か

け

ま

す

。

自

粛

を

申

し

合

わ

消
火
実
験
、
避
難
訓
練
な
ど
防
火

せ
廃
止
す
る
こ
と

の
ご
相
談
は
大
村
消
防
署
(
宮
②

に

い

た

し

て

お

り

|
4
1
3
8
)
へ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

テ

レ

フ

ォ

ン

サ

ー

ビ

ス

し
て
も
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上

告
④
1
4
4
1
9
0
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
(
議
会
事
務
所
)

各
家
庭
で
は
火
の
元
点
検
を
実
施

し
て
下
さ
い
。

ア
レ
ホ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す

指
名
手
配
犯
人
の

発
見
に
ご
協
力
を

現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら
殺
人

や
強
盗
、
窃
盗
な
ど
の
罪
を
犯
し

指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
は
、

全
国
で
約
5
千
人
、
県
内
で
も
約

叩
人
い
ま
す
。

こ
れ
ら
指
名
手
配
の
犯
人
は
善

良
な
市
民
生
活
の
中
に
潜
り
込
ん

で
警
察
の
捜
査
の
目
か
ら
の
が
れ

て
お
り
、
野
放
し
に
し
て
お
く
こ

と
は
第
二
、
第
三
の
犯
罪
を
許
す

こ
と
に
な
り
ま
す。

特
に
凶
悪
犯
人
は
追
い
つ
め
ら

れ
自
暴
自
棄
と
な
り
、
ま
た
シ
ン

ナ
ー
中
毒
者
や
覚
せ
い
剤
関
係
の

郷
土
の
自
然

築
い
て
守
ろ
う

犯
人
な
ど
は
幻
覚
症
状
な
ど
に
よ
、

り
何
の
関
係
も
な
い
人
を
殺
傷
す

る
と
い
う
通
り
魔
事
件
も
発
生
し、

大
き
な
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
第
二
、
第
三
の
犯
罪

を
防
止
す
る
た
め
に
も
指
名
手
配

犯
人
は

一
日
も
早
く
捕
ま
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
-
-
と
を

見
だ
ら
聞
い
た
ら
川
番

マ
指
名
手
配
犯
人
に
つ
い
て
知
つ

て
い
る
と
か
、
犯
人
に
よ
く
以

「市議会では I 

」 虚偽鹿島」

大村警察署
8③-3126 

伊丹、

た
人
を
見
か
け
た
と
き
。

マ
警
察
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
犯
人

が
立
ち
回
っ
た
と
き
。

マ
指
命
手
配
犯
人
か
ら
連
絡
が
あ

っ
た
と
き
や
そ
の
所
在
が
わ
か

っ
た
と
き
。

マ
近
所
や
職
場
な
ど
で
、
生
活
態

度
か
ら
「
ど
う
も
お
か
し
い
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
が
い
る

レ
」
き
」
。

通
報
を
し
て
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
そ
の
結
果
が
間
違
い
で
あ

っ
て
も
、
絶
対
に
ご
迷
惑
は
お

か
け
し
ま
せ
ん
。

12 市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて無料で行っています。

月 お気軽にご相談下さい。
行政相談 (9日 9 : 30'"'-'12 : 00) 厚生・国民年金相談

定 Eご雪" 登記相談 (10日 9 : 30'"'-'12 : 00) (22日 10: 00'"'-'15 : 00) 
例'-<90'ヲ
相 λと包メ¥ 法律相談 (15日 10 : 00'"'-'15 : 00) 不動産相談 ; 

談 I~')\ 交通事故相談 (20日 10 : 00'"'-'15 : 00) (24日 13 : 00'"'-'16 : 00) 
日 一ーじ〉て4~一一 ※人権相談は10日に福祉センター怖います

(工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
)



※
交
通
安
全
は
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m宙劾窃gaa務
団体1 個人27人

本
市
の
教

育

・
文
化
の

振
興
に
寄
与

さ
れ
た
人
と

団
体
、
及
び

多
額
の
浄
財

の
寄
贈
並
び

に
教
育
に
専

念
さ
れ
た
人

な
ど
の
表
彰

式
が
日
月
1

目、

市
役
所

で
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
者
(
敬
称
略
)

マ
橋 一
出 般
村
俊

、勺おおむ市政だより(3) 

長
野
康
之

「
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
か
ら
」

(
年
末
の
交
通
事
故
防
止
)

峰

A

ロ
田
宣
勢
戸
留

一

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

ム玄

マ
教
職
永
年
勤
続

甲

野

幸

人

浦

瀬

一
男

山
口
宏

展

氏

福

治

隆

木

谷

憲

幸

松

尾

喜

美

子

福

重

和

孝

駒

木

菊

枝

満
井
典
子

本
田
ク
ニ
エ

松
尾
カ
ヅ
エ

上
回
吾

一

福
田
正
三
郎

原
田
真
市

橋
口
末
雄

川
原
照
代

市
川
一

一

--
-

一

Y

・一

く
三
Z-足
立
え

F
-
E
コU
L
J

一

オ
パ
ヨ
仁
三
十
七
バ
豆
、
メ
〈
西
-んメ

ご

協

力

に

感

謝

し

ま

す

7
月
お
日
の
水
害
被
災
者
の
の
う
ち
で
、
死
者

(1
名
)
、

-
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
市
に
寄
住
家
の
半
壊

(2
戸
)
、

一
部
F

一
せ
ら
れ
た

一
、
e

一八
二
、
O
C

破
損
(
日
一戸
)
、
床
上
浸
水

一

一
O
円
と
長
崎
県
災
害
義
援
金
配

(ω一戸)
、
家
屋
損
傷
等
(
非

一

一
分
委
員
会
よ
り
受
託
し
た
六
、

住

家

を
含
む
日
戸
)
の
人
た
ち
一

一
O
三
八
、
三

O
O円
を
合
せ
た
に
世
帯
人
数
を
勘
案
し
て
そ
れ

一

一
合
計
金
額
を
配
分
委
員
会
を
組
ぞ
れ
見
舞
金
と
し
て
配
分
し
ま

ザ
識

し

て

審

議

を

行

い

、

被

災

者

し

た

。

(

福

祉

課

)

ど
し
な
い
よ
う
に
、
散
歩
に
連
れ

だ
す
前
に
糞
尿
な
ど
さ
せ
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
犬
が
糞
な
ど
し
た
場
合
、

飼
育
者
は
、
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、

そ
の
糞
な
ど
を
処
理
す
る
よ
う
常

に
心
が
け
て
下
さ
い
。
(
生
活
環
境
課
)

山
下
み
ち
子

後
藤
富
子

山
田
-
淳
子

瀬
尾

清

一

瀬

誠

橋
口
常
俊

桑
原
政
幸

最
近
犬
の
脱
糞
に
つ
い
て
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬

を
散
歩
さ
せ
る
こ
と
は
、
犬
に
も

人
間
に
も
健
康
に
よ
い
こ
と
で
す

が
、
散
歩
の
途
中
に
犬
が
脱
糞
な

不燃物収集日割表

欝I 持 名 収集E豊百 12月 1月 2月 3月

三乾浦馬地場町区各・古町町内5・鈴・団6地区E・P古各町町住内宅西 第1月曜日 6 ③ 7 7 

後須東木浦場・前上木舟・・ 岩津後舟木・場外住下宅j甫小・路向久 ・下場第久・岩原団 ・上・久日原向原 ・毛久・上原官小舎路
第1火曜日 7 ④ 1 1 

田/ ・ 木原 2 舟地 ・久 住平 第3火曜日 21 18 15 15 

西久原本団町地第1・本・小第路2・・東片町本町第1・玖・島第町2 ・本町第1・第2
第1水曜日 1 5 2 2 

第3水曜日 15 19 16 16 

=城佐古第1・第2・水主町 ・有向楽町・武部・田ノ平・小佐古
第1木曜日 2 6 I 3 3 

大 ・三城団地・柴田 ・ |場町 ・水回 1区 第3木曜日 16 20 17 17 

赤玖池佐島田古江・迎坂・旭口・常町町盤団・地団坂地口・草住・場宅池田・池9の・坊10・・ 駅11前区ア・パ池ー田アトパー ト
第1金曜日 3 7 4 4 

第3金曜日 17 21 18 18 

上諏訪諏訪7・・下8区諏訪・東・諏中訪諏訪・諏訪1区
第1土曜日 4 ① I 5 5 

第3土曜日 18 ⑮ 19 19 

雄荒久平ヶ原・寺水・計橋本本・・徳山・下泉宮本川内・浦・松1尾区 ・・ 椎2尾池区 ・・大南地松多武本 ・・ 横北松山頭本 第2月曜日 13 10 14 14 
津 ・ ・梶ノ尾・梶ノ団

上古町-下・水杭出田津町 ・・ 辻水田田 2・昭区和・杭通出・津西小3路区・・新杭城出津4区
第2火曜日 14 11 8 8 

第4火曜日 28 25 22 22 

松松並山1丁松目・第中央2町植・松乾馬場住宅 ・松丁並目2植丁松目・協宅和町
第2水曜日 8 12 9 9 

町・山 ・ 1・2・3 ・ 住
第4水曜日 22 23 

西古富大賀村原島本森町園第21 ・今第2・桜馬原場 1丁目・桜馬原場住第2 第2木曜日 9 13 10 10 
丁町 ・ 津原町・ 口町・堺町・ 口 宅

ノ 1.2TEI. 口アパート 第4木曜日 23 27 24 24 

大小宮小川路田口住町1宅・・ 竹・松小本路3町口本第日町1 ・・ 小鬼第2町九・小電・路口町町 ・竹松住宅
第2金曜日 10 14 ⑪ 11 

路 2・ 丁 ・宮橋E各 竹社松宅・黒丸町 第4金曜日 24 28 25 25 

第2土曜日 11 8 12 12 
j中国・寿古・皆同・今富 ・立福寺・弥勤寺・ 矢上・ 草場

第4土曜日 25 22 26 26 

松野田・重田井田 ・北路木場乾 ・今場山・古東光町寺5・北6・南古野岳町 ・宅平原 第3月曜日 20 17 21 @ 
原野 ・武留・馬町・ ・区・ 住西

黒宮梶木本・・北浦1・南・川2区内団地・・北久・橋良・原南本松・本中岳・久・宮津代・寺・原本・・ 荒山下瀬 ・田下 第4月曜日 27 24 28 28 
ノ尾・梶ノ尾

0印は祝祭日のため収集は翌日文は翌々日になります。
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愛は奇跡を呼んだ
(10/28 植松教会)

夫ワ、工ン・ビン・フンさん位唱

妻ワ、工ン・ティ・ゲ工ツトさん(20)

2人はベトナムを別々の小舟で
脱出し¥もう会えないものと絶

望していだガ、難民一時レセプ

ションセンターで奇跡の再会。

教会で式をあげ¥すぐに市役所

で婚姻届をすませ、 3年前の祖

国での愛をみのらせましだ。

』‘
ー風
M
F

J

闘
時
「

頑張れグ負けるな.グ (10/23 鈴田小) ム
鈴田地区民総参加の相撲大会ガ開かれ、子供ガ i

ら大人までの熱戦に¥ 日中にぎわいましだ

今年も盛大におおむら祭り
(11/3 市営野球場)

今年は市制40周年を祝って、東彼杵町の
坂本浮立も特別参加し秋晴れの一日¥家
族連れでにぎわいましだ。

初
出
演
の
荒
瀬
浮
立

(叩

/
M

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
)

水
と
緑
と
花
を
キ
ャ
ン
パ
ス
い
っ
ぱ
い
に

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
り
第
叩
回
壁
画

コ
ン
ク
ル
ガ
開
か
れ
ま
し
だ
。

子
ど
も
達
は
¥
昼
食
を
と
る
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
¥
熱
山

に
絵
筆
を
走
ら
せ
優
秀
賞
に
は
「
カ
ナ
リ
ヤ
子
ど
も
会
し

が
輝
き
ま
し
だ
。

※
第
却
回
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
展
示

11 
月
22 
日
伺)

28 
日
(日)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

勇壮なコツコッデショ

ム それ行け.グお父ちゃん
(10/24 三城小)

第1回三域枝区町内家族大運動会ガ、

鈎児からあ年寄りまで約2，500人ガ参
加して行われまし定。

ちょっと肌寒い日で、しだが、皆んな楽

しく競技に参加していましだ。



※
幼
児
の
健
康
的
な
食
生
活
は

昭和57年11月15日
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勺むおお市政だより(5) 

保健コ'‘，
g

朝
夕
、
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
お

子
さ
ん
を
厚
着
に
さ

せ
て
い
ま
せ
ん
か
。

育
児
で
困
っ
て
い

る
事
な
ど
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

ボク3歳です.グなまえはねえ…

3歳児

健康診査
12月の乳幼児相談日程

日 時 間 場 所 対 象

9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後4か月 までの乳児
7 (刈
13: 30-15 : 00 松原出張所 乳幼 児

9 : 30-11 : 00 生後6か月までの乳児
13(月) 竹松出張所
13: 00-15: 00 生後7か月以上の乳幼児

9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後5-7か月までの乳児
14(刈
13: 30-15・。。 鈴田出張所 乳 幼児

2I(必 9 :30-10:00 大村保健所 生後8か月以上の乳児

~無料~

象対

お
母
さ
ん
の
正
し
い
知
識
か
ら

場所:市役所健康相談室

1日ヤ尚、 15日休) 9: 00 -11 : 00 

1目。同、 8日や'N、15日体)、 22日(水)
13 : 00 -16 : 00 

6日(月) 9: 00 -11 : 00 

6日開) 13: 00 -16 : 00 

者 :昭和54年 5月生まれの幼児が

対象ですが、昭和53年11月~

54年4月生まれで、まだ健康

診査を受けていない幼児も受

診して下きい。

診査日 :11月25日同

受付時間:午前9時30分-10時

午後1時-1時30分

場 所 :市役所第 1会議室

持参するもの o母子健康手帳

O問診票 (通知書に同封して

あります。)

112月の健康相談ト

①乳幼児発達相談

①妊婦教室

①婚前相談

0-般健康相談

午前9診様略ra' 
日 診療科目 病医院名 所在地 電話番号 日 診療科目 病医院名 所在地 電話番号

内 科 松尾 医 院 玖 島 町 2 -4412 内 科 松永 医院 古町2丁目 2 -2943 
5 

午後時6 

19 
E良 手斗 楠 木 眼 科 東三城町 2 -2711 外 ・内科 原 医 院 宮小路1丁目 5 -8427 

内 科 野口内科 西大村本町 2 -2339 内 科 琴 尾医院 西三城町 2 -2056 
12 26 
外 科 松尾外科 東 本町 2 -3331 時 耳鼻咽喉科 海 江 田 医 院 東 本町 2 -3329 

12月の日曜当番医

碑弘、
ー
庖
麿
で
倒
れ
だ
人
を
配
る
|

れ
い
ず
れ
ず
⑦

短
口
か
ら
萱
瀬
に
入
る
路
傍

に
霊
魂
塚
(
高
さ
約
2
m
)
の

自
然
石
の
碑
ガ
建
っ
て
い
る。

元
文
3
年
(
一
七
三
八
年
〉

田
下
郷
に
漕
麿
か
は
や
り
、
郷

内
だ
け
で
印
名
余
り
が
死
亡
。

こ
の
人
達
の
だ
め
の
供
養
と
し
て
建
立
さ
れ
だ
も
の
と
い
わ
れ
る
。

現
在
で
は
さ
ほ
ど
の
病
気
と
は
蓄
え
ら
れ
な
い
が
、
藩
政
時
代
で

は
、
高
熱
を
出
し
、
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
病
気
と
さ
れ
て
い
定
。

元
禄
中
期
頃
、
江
戸
上
屋
敷
か
ら
大
村
に
あ
て
だ
書
状
ガ
あ
る

が
、
普
通

m名
前
後
ガ
江
戸
に
駐
在
し
て
い
る
藩
士
の
う
ち
半
数

ガ
庖
雇
で
倒
れ
、
伝
染
し
な
い
よ
う
に
小
屡
を
新
だ
に
作
っ
て
収

容
し
た
り
、
ま
左
、
大
村
か
ら
欠
員
補
充
の
た
め
に
藩
士
を
急
い

で
江
戸
に
登
ら
せ
て
い
る
。

以
陸
、
特
に
参
勤
交
代
の
時
は
、
庖
麿
に
一
度
か
か
っ
疋
人
を

選
ん
で
藩
主
の
お
伴
に
選
ぶ
な
ど
、
神
経
を
使
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
参
勤
受
代
の
際
に
庖
麿
で
倒
れ
、
島
田
宿
で
藩
士
ガ

死
て
し
把
ら
れ
て
い
る
墓
も
あ
る
。



¥
占

bfa--
写
し
O
返
信
用
封
筒

J
ん
イ
リ
内
向
吋
J

※
履
歴
書
の
右
上
に
希
望
職
種

ー
山
一
辺
一
恥
ぺ
k
b

を
記
入
し
て
下
き
い
。

-
i
Sウ
比
一
必
ず
郵
送
し
て
下
き
い
。

に
十
、
提
出
・
問
合
せ
先
鈴
田
の
里
学

園
(
干
鰯
大
村
市
大
里
郷
一
一

五
O
、

宮

(
ω
γ
0
0
5
4
)

(
福
祉
課
)

ln 
~ 

I'E司
女史

時ぷ
松高代的

下瀬ア十
綾義 3ご
子子り努
ささ〈?jjke

口 ん ん一三様ンれ(で白 i場今キ事ケ歳のまん見ゎ ーア官、~，I
トは 160見宅高トし年ヤ、ツ以マたが百二以 f、r、 )Jきな
。李ぎ手z警三ん量ぷ戸 f毒ZZ議告会実 小荒らも ( 
日二号日El三日日叶れ7E f奇瀬 、ー⑫
か成コ拓、走の九どとのかニがめたトに u ~." でf

hilき;産品安梨完議ZT菜室良町Zす 同郷 l i 
フ。た。夢 7 つ市会せ優いつ会、て松勇、 、J 、..，
レ 2に月たでにた勝、たの県か下姿
ゼこ面ま、 コ出 、見ラ 45下らさは時 『

福
祉
の
ひ
る
服

(6) 

女 り下高コ 圃圃置圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田国語 1 
子おは綾瀬 i 弾圃・・園・・・・園田・・・圃・・・・・圃・・・・・・・・・・温 I 
師 二 軽子義トむ一一一一一一一一一一一一一一一一一

四

範人いき子いボ
とは 。んきつ|
少、 (んぱル
女大 65 ~いを
時村 歳 65を追
代高 )歳走い
か女 の)りか
らか 足と回け
のら ど松るて

勺むおお

(建設が進む鈴田の里学園)

児
童
毅
済
基
金
が

改
善
さ
れ
ま
し
だ

市政だより

風
水
害
や
火
災
な
ど
に
よ
り
被

災
し
た
児
童
生
徒
の
た
め
の

「長

崎
県
児
童
薮
済
基
金
」
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
に
よ
り
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
を
亡
く
し
た
児
童
に

対
し
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の

学
資
金
を
給
付
な
る
な
ど
、
内
容

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
福
祉
課

松下さん右

昭和57年11月15日
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職
種
・
人
員
農
業
指
導
員
3
人

縫
製
指
導
員
3
人
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
指
導
員
1
人
、
生
活
指
導

員
3
人
、
看
護
婦
一
1
人
、
栄
養

士
1
人
、
調
理
員
4
人

受
験
資
格
い
ず
れ
も
昭
和
ロ
年

4
月

2
日
j
昭
和

ω年
4
月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

縫
製
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
指
導
員

5
年
以
上
の
実
務
経
験
者

生
活
指
導
員
大
学
卒
業
又
は

精
神
薄
弱
者
施
設
で

2
年
以

上
の
実
務
経
験
者

看
護
婦
看
護
婦
法
に
よ
る
厚

生
大
臣
の
免
許
を
有
す
る
人

又
は
、
都
道
府
県
知
事
の
免

許
を
有
す
る
人

栄
養
士
免
許
証
を
有
す
る
人

農
業
指
導
員
・
調
理
員
高
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人

採
用
予
定
日

口
U

高瀬さん左

戦
没
者
遺
族
相
談
員
が

委
託
さ
れ
ま
し
た

昭
和
四
年
4
月
1

採
用
条
件
当
直
が
可
能
な
人

応
募
期
限
ロ
月
お
日
出
当
日

消
印
有
効

試
験
日
・
場
所
昭
和
問
年
1
月

初
日
間
午
後
1
時

福

祉

セ

ン
タ
ー

提
出
書
類
O
市
販
の
履
歴
書
(
写

真
添
付
)

O
健
康
診
断
書
O
免

許
証
を
有
す
る
人
は
免
許
証
の

古
い
お
付
き
合
い
。

高
女
時
代
か
ら
テ
ニ
ス
を
は

じ
め
ベ
ア
を
組
ん
だ
お
二
人
は
、

九
州
各
県
の
対
校
試
合
で
準
優

勝
、
全
国
大
会
に
県
代
表
と
し

て
出
場
し
神
宮
の
森
で
活
躍
、

テ
ニ
ス
長
崎
県
の
名
を
あ
げ
た
。

戦
没
者
遺
族
の
人
で
、
援
護
関

係
な
ど
で
質
問
や
要
望
な
ど
を
お

持
ち
の
人
の
た
め
に
、
日
月
1
日

厚
生
大
臣
よ
り
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。

相
談
員
中
村
稔
子

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
(
宮

③
1
6
0
1
0
)
(福
祉
課
)

ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
お
二
人
の

笑
顔
は
、
少
女
の
よ
う
に
輝
い

て
見
、
え
た
。

※
心
配
ご
と
相
談
所

(
毎
週
月
曜
・
水
曜

午
前
9
時
f
)
午
後

3
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
)



※
第
日
回
大
村
市
剣
道
選
手
権
大
会

昭和57年11月15日
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

合
④
l
3
1
6
1

市政だより

す
ば
ら
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
聞

く
た
め
に
は
、
楽

し
い
ゲ
l
ム
や
レ

ク
タ
ン
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
各

種
団
体
の
リ
ー
ダ

ー
の
人
や
関
係
の

人
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
下
き
い
。

日
時
日
月
お
日
同
午
後
7
時

1
9時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
レ
ク
ダ
ン
ス
(
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
・
き
よ
し
こ
の
夜
・
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
外
)
ゲ

l
ム

(
十
五
夜
さ
ん
の
餅
っ
き
外
)

伊噌0[0停役庶出ヨ

勺

クリスマスに必要な

むおお(7) 

無
料

主
催
大
村
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

愛
好
会

申
込
み
方
法
日
月
四
日
幽
ま
で

に
電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

受
講
料

健
康
ク
ラ
ブ
木
ょ
う
会

刊
周
年
ミ
二
発
表
会

日
ご
ろ
の
体
力
づ
く
り
の
成
果

を
、
楽
し
い
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
発

表
し
ま
す
。
ご
一
諸
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
月
お
日
嗣
午
前
日
時

ー
正
午

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
デ
ィ
久
コ
、
創
作
ダ
ン
ス
、

民
踊
、
各
種
体
操
、
参
会
者
全

員
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

恵
友
会

A

Q

E

E

貝

募

集

教
養
と
毛
筆
を
に
ぎ
る
喜
び
を

学
び
ま
す
。
初
心
者
の
方
を
歓
迎

し
ま
す
。

定
例
日
毎
月
第
1
・
3
火
曜

午
前
日
時
j
正
午

会
費
月
千
六
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
恵
友
会
(
宮

①
γ
2
5
0
6
)
 

(
日
月
お
日
関

第
問
団
長
崎
県
教
職
員

文
化
美
術
展

期
日
日
月
四
日
幽

i
n日
目

午
前
9
時
1
午
後
5
時
(
幻
日

は
午
後
3
時
却
分
ま
で
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催
県
教
育
委
員
会
、
県
教
職

員
互
助
組
合

'
I
P
O
-
-

小
倉
百
人
一
首

子
ど
も
カ
ル
タ
教
室

失
わ
れ
ゆ
く
か
か
る
た
。
(
小
倉

百
人
一
首
)
の
並
べ
方
、
と
り
方
、

あ
そ
び
方
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

期
間
口
月
日
日

i
昭
和
問
年
1

月
5
日

毎

週

土

曜

午

後

2

時
1

4時
(
一
%
の
み
火
曜
)

対
象
・
定
員
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
、

ω人

講
師
野
口
三
知
子
先
生

受

講

料

無

料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
電
話
で
中
央
公
民
館

へ
受
付
開
始
日
月
幻
日
間

※
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
締
め

切
り
ま
す
。

市
武
道
館
)

ユースリーター講座を開催
第 1回 12 月 3 日幽~ 5 日 (日)

第 2 回昭和58年 1 月 28 日 幽~30 日 (日)

※ 2屈とも受講することを原則とします。

対象青年団体活動者

申込期限 11月25日(木)

申込・問合せ先社会教育課

第
げ
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成

績

日
月
日
目
的
j
U
日
目
、
市
民

体
育
館
な
ど
で
、
男
子
お
チ
l
ム、

女
子
初
チ

l
ム
が
参
加
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

男
子
①
松
原
浦
②
今
富

③
久
津
寺
本
、
上
小
路
玖
島

女
子
①
玖
島
①
正
風
③
十
口

賀
島
、
琴
湖



(8) 勺むおお市政だより

も
第
8
回

i
g
s
i益
事

…
農
林
水
産
ま
つ
り

期

日

ロ

月
4
日
出
1
5
日
制

場
所

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

周
辺

内
容
O
農
林
水
産
物
の
品
評
会

O
展
示
即
売
会
0
畜
産
共
進
会

O
生
活
展
O
児
童
作
品
展
O
実

物
鑑
定
競
技
O
農
業
共
済
相
談

。
お
に
ぎ
り
コ
ン
ク
ー
ル

(
農
林
水
産
課
)

昭和57年11月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

、
や
さ
し
い
郷
土
史

Z
豊田屋

一お
お
む
ら
史
記

一

を

出

版

お
お
む
ら
の
古
代
か
ら
現
代
ま

で
の
歴
史
を
、
や
さ
し
い
文
章

・

イ
ラ
ス
ト
・
写
真
を
入
れ
て
、
楽

し
く
読
め
る
よ
う
に
編
集
し
て
い

ま
す
。
小
学
校
高
学
年

・
中
学
生

の
郷
土
の
勉
強
に
、
大
人
の
郷
土

史
入
門
書
と
し
て
最
適
で
す
。

大
き
さ

B
6
判

加
ぺ

l
ジ

定
価

一
、
五

O
O円

取
扱
い

市
内
各
書
居
、
史
談
会

青
年
部
事
務
局

(市
立
図
書
館

内
)

(社
会
教
育
課
)

、
県
立
農
業
経
営
大
学
校

5

一
学

生

募

集

資
格
O
高
校
卒
業
者
(
昭
和
問
年

3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
)
ま

た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
知
事
が
認
め
た

人。
O
県
内
に
お
い
て
農
業
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
人
、
ま
た
は
、
農

村
地
域
で
指
導
に
従
事
し
ょ
、
っ

と
す
る
人
。

定

員

削

人

応
募
方
法
応
募
書
類
(
農
業
経

営
大
学
校
、
農
業
改
良
普
及
所

及
び
高
校
に
あ
り
ま
す
)
を
農

業
改
良
普
及
所
に
提
出
し
て
下

支
」い
。

応
募
期
限

昭
和
問
年
1
月
8
日

試
験

昭
和
田
年
1
月
初
日
附

農
業
経
営
大
学
校

問
合
せ
先

農
業
改
良
普
及
所

(宮
(∞
ア
8
0
1
0
)

農
業

経
営
大
学
校
(
宮
諌
早
め
γ
1

0
1
6
)
 

三
千
綿
女
子
高
等
農
学
園
喜

一
生

徒

募

集

資
格

中
学
校
卒
業
者
及
び
、
卒

業
見
込
み
の
人

定

員

お

人

修
業
年
限

2 
年

願
書
受
付
昭
和
田
年
2
月
刊
日

山
附

i
お
日
幽

各

中
学
校
で
と

り
ま
と
め
て
申
し
込
ん
で
下
さ

試
験

昭
和
問
年
3
月
3
日
肘

千
綿
女
子
高
等
農
学
園

問
合
せ
先

農
業
改
良
普
及
所

(
宮
⑦

γ
8
0
1
0
)

千
綿

女
子
高
等
農
学
園
(
宮
東
彼
杵

め
了
0
2
3
0
)

( 口晴海上自衛隊大村航空基地一吉
長展 開隊26周年 i 
震古 記怠行事を開催 i
j寅作
奏 品 O 内場 日
展航 容基所時 30(日)時
O 空 O 地 30分
模機編 大分 1午 11
擬、隊村午 前月
庖装飛航後 9 28 
備行 空 2 時日
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マ
諏
訪
公
民
館
(
諏
訪
二
丁
目
)

一

…

7
・

幻

大

水

害

一二
万
円
マ
大
村
市
勤
労
青
少

…

.

義

援

金

年

ホ

l
ム
利
用
者

一
同
二

O
、
一

六
七
二
円

.

一
県
内
の
被
災
者
へ

(敬
称

略

)

救

援

物

資

(敬
称
略
)

…
マ
福
重
小
学
校
生
徒
一
同

一
四
、

マ
浄
土
{
一
豆
一
不
務
庁
タ
オ
ル
六

一

一
七
八

一
円
マ
大
村
パ
ー
ル
ハ

O
O枚
、

総

本
山
知
思
院

一
イ
ム
入
所
者
一
同
二
万
円
タ
オ
ル
四
、
六

O
O枚
、

一

一
マ
江
浪
俊
彦
(
木
場
一
丁
目
)
浄
土
宗
東
京
教
区
寺
庭
婦
人
会

一

-
一
万
円
マ
中
央
小
学
校
児

童

浄

青

会

タ
オ
ル
、
石
け
ん

一

一
会
七
五
、
七
八
二
円

マ
西
大

外
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
六
四
箱

一

一
村
中
学
校
P
T
A
二一

、
五

O

(
以
上
、
武
部
町
長
安
寺
気
付
)

一

一
六
円
マ
レ
オ
ク
ラ
ブ
二

O
、

マ

浦

田

秀

久

(平
小
川
郷
)

-

-
一
五
三
円

マ

郡

中

学

校

生

徒

衣
類
ダ
ン
ボ
ー
ル
四

箱

一

一
会
二

一、

二
O
二
円

マ

川

久

マ
ス
ク
ラ
ム
子
供
会
(
本
町
)

-

一
保
端
城

(
大
阪
市
)
十
万
円

衣

類

外
十
六
点

マ
後
藤
文
四
一

一
マ
松
井
成
美

(和
歌
山
県

)

三

郎

(
中
岳
郷
)
白
米
三

O
比

一

一
万
五
千
円

マ
河
中
隆
幸
(
鳥

マ
城
島
ナ
ヲ
、
宗
安
(
桜
馬
場

一

一
取
県
)
一
万
円

マ
有
国
博
真

一
丁
目
)
白
米
五

O
匂
外

一

一

(山
口
県
)
五
千
円

マ

浄
土

マ
西
畑
俊
子

(久
原
郷
)
衣
類
一

一
室
一ホ
務
庁
社
会
局
百
五
十
万
円
、
外
三

O
点

マ
大
村
市
青
年
団

…

一
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
十

一

万

連

絡
協
議
会
ソ
|
メ
ン
四

O
箱
一

一
八
千
五
百
円
、
浄
土
宗
奈
良
教
マ
溝
口
要
(
本
町
)
梅
干
二
六

一

一
区
長
一
万
円
、
浄
土
宗
福
岡
教
匂

マ
富
永
ユ
リ
子

(杭
出
津
一

一
区
教
務
所
十
万
円、

浄
土
宗
東
三
丁
目
)
衣
類
二
五
点

マ
牟

一

一
京
教
区
教
務
所
八
十
万
円
(
以
田
医
院
(
古
町
二
丁
目
)
紙
オ
一

一
上
、
武
部
町
長
安
寺

気

付

)

ム

ツ

二

箱

マ
川
添
吉
盛
(
杭

一

一
マ
喫
茶
ク
ロ
ン
ボ

一
同

(大
阪
出
津
二
丁
目
)
衣
類
外

.

一
府
)
一
万
二
千

円

マ

杭

出

津

マ

俣
野
正
道

(
竹
松
本
町
)タ

一

一
三
区
婦
人
会
三
万
円

マ

一

瀬

オ

ル
三

O
O枚
-

一
津
美
子

(古
町
二
丁
目
)
千

円

(

つ

づ

く

)
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